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                 Wx＝D(S, H)＋P(H, S)＋Rx1 






で FTA を行うこと。②ポジティブ・ポライトネス(以下 PP): 相手のポジティブ・フェイ
スに向けた補償行為。「楽観的であれ」など 15 の下位ストラテジーを含む。③ネガティブ・
                                                        
1 S は話し手、H は聞き手を示す。 










せよ」など 15 の下位ストラテジーを含む。⑤FTA をするな: FTA を行わないこと。 
 ④の OFF に対し、①～③はオン・レコードであり、行為者がどのようなコミュニケーシ





(1)    困った、現金がない、今日銀行に行くのを忘れていた 
         (Damn, I’m out of cash, I forgot to go to the bank today) 




スペイン語、オーストラリアの英語の 4 言語の依頼表現を対照した Blum-Kulka(1989)では、
スペイン語は、依頼行為の主部(Head Act)に話し手の意図が表れる度合いが最も高かった。














 日本語とスペイン語それぞれの原作小説から、出てきたものから順に 30 例ずつ、計 60
例の依頼主部と、対応する翻訳箇所を取り出して調査の対象とした。なお、①夢や妄想の
                                                        







した。その他、依頼として扱うか判断が難しかったものについて以下 A～E に示す。 
 
A. 依頼には依頼者と被依頼者の両者に利益がある場合を一部含むが、被依頼者の利益の方
     が大きいと筆者が判断したものは勧め、助言、忠告、勧誘などとして区別した。 
B. 明らかに被依頼者に決定権、拒否権のないものは命令や指示として区別した。 
C. 問いは、「(要求・請求されている情報を)告げて下さい」(熊取谷 1995: 15)という依頼の 
     一種であると言えるが、本調査では依頼として扱わなかった。 
D. 行為を行うのが依頼者である場合、許可求めとして区別したが、視点を変えれば被依頼
     者の行為を求めていると言えるもの4は対象とした。 
E.  依頼に対する被依頼者の返答の中に現れたものは扱わなかった。 
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 次に、蒲谷他(1998)の用件レベルに関する記述と例を表 1 に示す。  




「巨人ガ中日ニ負ケタ・中日ガ巨人ニ勝ッタ」などが挙げられる。(奥津 1983: 23-24 を要約) 






















 1.1.で示したブラウン・レヴィンソン(2011)の算出式の P に力レベル、D に距離レベル、
R に用件レベルの数値をあてはめ、FTA の深刻度を便宜的に算出した。その結果、村上 J、







語ごとのストラテジー用例数と割合を示したのが以下の表 2 である。 




                                                        
6 本稿において、筆者が計算した割合はすべて小数第二位以下切り捨てとする。 
7 アルファベットの後の数字は、ブラウン・レヴィンソン(2011)における下位ストラテジーの番号を示す。 




表 2: 資料、言語別 ストラテジーの用例数(％) 
 村 J(原作) 村 S サ S(原作) サ J J 合計 S 合計 
Bald 10 (33.3%) 9 (30.0%) 19 (63.3%) 12 (40.0%) 22 (36.6%) 28 (46.6%) 
PP 1   (3.3%) 3 (10.0%) 1   (3.3%) 1   (3.3%) 2   (3.3%) 4   (6.6%) 
NP 17 (56.6%) 16 (53.3%) 8 (26.6%) 14 (46.6%) 31 (51.6%) 24 (40.0%) 
OFF 2   (6.6%) 2   (6.6%) 2   (6.6%) 3 (10.0%) 5   (8.3%) 4   (6.6%) 
計 30 (99.8%) 30 (99.9%) 30 (99.8%) 30 (99.9%) 60 (99.8%) 60 (99.8%) 
 
 全体の傾向として、Bald と NP の出現率が高く、PP と OFF は低かった。最も出現率が
高かったのは、サフォン S で Bald、その他で NP であった。なお、村上 S では多くの用例
で原作の表現に忠実な翻訳がなされていた9。原作の影響で NP が多いと言える村上 S を含
めても、スペイン語では Bald が最も多く出現していることが表の S 合計の欄からわかる。
日本語では NP、スペイン語では Bald が依頼の場面で選択される傾向があると言える。 
 
2.2.2. FTA の深刻度とストラテジー選択の関係 






図 1: FTA の深刻度別 ストラテジーの割合 村上 J(左)、図 2: サフォン S(右) 
                                                        
9 原作で用いられたスーパー・ストラテジーが翻訳版でそのまま使われた割合は、サフォン J で 63.3％だ
ったのに対し、村上 S では 83.3％であった。なお忠実な訳の例として、原作「～てもらいたくないんだ」














-2 -1 0 1 2
Bald 1 3 5 1 0
PP 0 0 0 1 0
NP 0 3 7 7 0












 -3,-1 0 1 2,3,4
Bald 3 6 7 3
PP 0 0 1 0
NP 0 1 2 5




 図 1 の村上 J では、FTA の深刻度が最も高い場面で OFF が使われたほか、FTA の深刻度
が低いほど Bald の割合が、深刻度が高いほど NP の割合が高くなる傾向を示しており、先
行研究と一致する結果となった。サフォン S は、FTA の深刻度が細分化されてしまったた
め、各レベル 5 例以上になるよう一部を統合したものを図 2 に示した。[2,3,4]、[1]、[0]で
の出現率は、特に Bald と NP において先行研究や村上 J と同じ傾向が見られた。 
 比較的 FTA の深刻度が高い場面で PP が使用されていたり、FTA の深刻度が低い場面で
OFF が使用されていたりといった例外が見られたが、両言語とも Bald と NP の選択に関し
ては FTA の深刻度と関係があることがわかった。 
 
2.2.3. 原作と翻訳版でのストラテジーの対照 
 抽出した各依頼発話を原作と翻訳版で対照したところ、表 3 のようになった。網掛けは
原作のストラテジーが保持された用例数とその割合、囲み線は特徴的な部分である。 
 
表 3: 原作と翻訳版でのストラテジーの変化 
村 J(原作) 村 S(翻訳) サ S(原作) サ J(翻訳) 
Bald 10 Bald 8 (80.0％) Bald 19 Bald 10 (52.6％) 
  PP 1 (10.0％)   NP 9 (47.3％) 
  NP 1 (10.0％)     
PP 1 PP 0 (0％) PP 1 PP 1 (100.0％) 
  Bald 1 (100.0％)     
NP 17 NP 15 (88.2％) NP 8 NP 5 (62.5％) 
  PP 2 (11.7％)   Bald 2 (25.0％) 
      OFF 1 (12.5％) 
OFF 2 OFF 2 (100.0％) OFF 2 OFF 2 (100.0％) 
全体 30 保持 25 (83.3％) 全体 30 保持 19 (63.3％) 
 
 ここで特筆すべき点として以下 2 点を挙げる。 
 1 点目は、サ S からサ J で Bald の半数近くが NP に訳出されたことである。なおその 9
例の内訳11は願望 6、能力 2、やる気・欲求 1 で、話し手の願望表現が目立った。スペイン
語では Bald で依頼できても、日本語では NP が必要な場面が多く、その際対応しやすいの
は願望表現だと言える。また、サ S の Bald のうち遂行文は 3 例あったが、そのすべてが
NP に訳出されていた。命令文と違い文法的・語彙的に依頼を和らげる表現を盛り込める
遂行文は、Bald の中でもポライトネス・レベルが高い依頼ができることが伺えた。(2)は遂
行文、(2’)は聞き手の能力について問う NP である。なお FTA の深刻度は[4]である。 
  
                                                        
11 サール(2006: 62-68)を参考に、NP の慣習的間接表現を、(H の)能力/(S の H への)願望/(H の)行動/(H の)




(2)    Le         voy                 a  pedir    que    se      vaya                usted, por  favor. 
         DAT.3SG  go.IND.PRS.1SG  to ask.INF   CONJ   REFL  go.SBJV.PRS.3SG you      for    favor.M.SG 
         「あなたに立ち去るよう依頼します、お願いします。」                                     (サ S: 139) 
 
(2’)   どうか、もうお帰りねがえませんか。                                                                     (サ J: 230) 
 
 (2)で依頼を和らげる表現12は、文法的には未来の表現 voy a pedir(=I am going to ask)、語
彙的には usted(=you 敬称)の明示やポライトネスマーカーpor favor(=please)が挙げられる。
(2’)では、「どうか」や否定疑問文の使用が和らげ表現となっている。 
 2 点目は、村 S で村 J よりも PP が増えていることである。用例数が少ないため断定でき
ないが、スペイン語で日本語よりも PP が好まれる可能性が伺えた。 




2.2.4. PP による依頼と OFF による依頼 
 ここでは、出現率の低かった PP と OFF による依頼の出現条件を探る。 
 
(3)    フォークロアとか、あるいは怪談みたいなものだと思って聞いてもらってかまいませ 







(4)    青海さんにお会いしたいのですが。                                                                          (村 J: 174) 
 
(4’)   Quisiera                ver        al                       señor   Oumi. 
         want.SBJV.PST.1SG    see.INF   to+ART.DEF.M.SG  Mr.       NAME 
         「青海さんにお会いしたいのですが。」                                                                   (村 S: 140) 
 




                                                        





 調査により、小説の会話文における依頼主部には、日本語では NP、スペイン語では Bald
が最もよく使われること、両言語とも FTA の深刻度が高いほど Bald の出現率は下がり、
NP の出現率が上がる傾向があることが明らかになった。スペイン語では Bald で依頼でき









1,3: 1st, 3rd person 1,3 人称/ ART: article 冠詞/ CONJ: conjunction 接続詞/ DAT: dative 与格/ DEF: definite 定 / 
IND: indicative 直説法/ INF: infinitive 不定詞/ M: masculine 男性/ NAME: name 固有名詞/ PRS: present 現在 / 
PST: past 過去/ REFL: reflexive 再帰/ SBJV: subjunctive 接続法/ SG singular 単数/ +: fusion 融合 
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